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新年、明けましておめでとうございます。
新春にあたり、組合員、ご家族、各構成組織・地協役員の皆

様に今年一年のご健勝、ご活躍を心からご祈念申し上げます。
東日本大震災・長野県北部地震から早くも5年目の冬がやってきま

した。また2014年の豪雪・南木曽土石流・御嶽山噴火・神城断層地
震など一連の県内災害から2年目です。犠牲になられた皆様のご冥
福を心よりお祈りすると共に、被災者の生活再建、被災地の復興・再
生、そして風評被害への対策に向け私たち連合長野に集う全員で
被災地の皆様に寄り添った活動を引き続き推進していきましょう。

労働者を取り巻く環境ですが、アベノミクスの経済至上主義と
改正労働者派遣法などの労働法改悪により低賃金に喘ぐ非正
規社員は直近で働く者全体の4割を越えました。また一日一食しか
食べられない子供の貧困は6人に1人と最悪な状態です。生活
保護受給者も217万人と過去最悪です、その内、半数が65歳以
上の高齢者です。「老後破産」という将来不安が現実になってい
ます。格差拡大・固定化という極めて厳しい社会環境が続く一方
で、株高・円安は大手企業の業績中心に過去最高350兆円の内
部留保を生み出し好調に推移しました、しかし長野県内中小零細
企業は厳しい経営環境に苦しんでいます。我々勤労者は年金・
介護・医療制度をはじめ来年の消費税10%など将来不安が払拭
されないまま日々 過ごしている状況は変わっていません。

この様な状況下で本年は、まさに正念場の一年だと認識し
ています。そこで3点に渡って皆様と共に活動する本年目標
を提起させていただきます。

まず「16万連合長野」に向けた組織拡大の活動です。非
正規社員も含め全ての働く者の雇用や労働諸条件を守り、
政策・制度を実現する為にも組織拡大は労働運動の生命
線であるとの危機感を改めて連合長野に集う全員で共有し、
非正規雇用や中小企業をはじめ、生産・流通・販売の全ての
工程に働く企業内労働者全体の組織化に向けて、構成組
織、連合長野、連合本部が「寄ってたかって」総掛かりで取
り組まなければならないと考えます。「数は力です。」それぞれ

の立場で本気で取り組もうでは
ありませんか。その為にも我々
は、既存の組合員の皆さんが共
感してもらえる日常の組合活動
の徹底が重要だと考えます。連
合長野も地道な日常活動を引
き続き徹底したいと考えます。その実践の上にマスメディアを
利用するなど外部への発信力を高めていきたいと考えます。
外部発信活動は連合長野が徹底して実践させていただきま
す。非正規社員の皆さんへ「共に頑張る仲間である」事を発
信して実際、共に闘う活動体験を通じて共感してもらい。加盟
してもらい「仲間になって良かった」と実感してもらう活動を繰
り返し推進します。皆さん、ご協力をよろしくお願いします。

二つ目は2016春闘です。1月22日開催予定の地方委員会
で具体的な要求水準は決定となりますが、基本的は、従来の
考え方にとらわれないで、それぞれの構成組織が、より主体的
な取り組みのもと、企業が生み出した付加価値(過去からの剰
余金も含む利益)の公正な分配を雇用形態・企業規模・男女
間の格差は一切考えないで、公平・公正の原則で要求してい
く考え方だと考えます。特に、非正規社員を正社員に転換する
協定や家族手当の見直しなど少子化対策・高齢化対策、そし
て経済の好循環に繋がる春闘を労使一体で考える必要があ
ると考えます。従って連合長野も県内経済4団体や県民に向
けて今春闘の重要性をしっかりと伝えていきたいと考えます。

最後に政治の流れを変える上でも2016年は重要な一年だ
と考えます。自公政権のもと「一強多弱」をもって立憲主義や
民主主義を軽視した安保法制の改悪、働く者や生活者の声
に向き合わない「上から目線」の労働法制改悪など、傍若無
人な政治が平気で行われています。今こそ、本来の民主主義、
生活者・働く者の現実に焦点を当てた政治を、私たち勤労者・
生活者の手に取り戻すべき時です。そのための明確な対抗
軸を広く世に訴えるため、新たに開始した「クラシノソコアゲ応

2016年1月1日
　連合長野会長　中山　千弘

ストップ・ザ・格差社会！働くことを軸とした安心社会実現!
すべての働く者の共感・実感で「明日への希望社会」を切り拓こう!!



連合長野副会長　　松澤　佳子（自治労）

新年あけましておめでとうございます。
この度、副会長に就任いたしました自治

労長野県本部副委員長の松澤と申します。
男女平等を担当させていただきます。

安倍政権が「女性活躍」を掲げていま
すが、その背景には男女平等指数が101位と世界
の中でも低迷しており、男女の賃金格差や性別役割
分業意識の改善が強く求められていることがあります。
家事、育児、介護がのしかかり退職を余儀なくされて

いる女性がまだまだ多いのが現実です。働く女性が増
えていますが約６０％が非正規労働者であり、低賃金
と不安定雇用は社会問題となっており、連帯が大き
な課題です。「女性活躍」をパフォーマンスでなく、女
性の人権や労働権の課題として、一人ひとりの女性
が声をあげていくこと、女性の声を労働組合に結集し
ていくことに取り組んでいきたいと考えています。

みなさまのご支援・ご協力をよろしくお願いいたしま
す。

新執行委員就任あいさつ

連合長野副事務局長　　日比野　誠（JP労組）

新年　明けましておめでとうございます。
この度、副事務局長を拝命することに

なりましたＪＰ労組の日比野と申します。ＪＰ
労組では上伊那支部で長年にわたり、支

部三役を担ってまいりました。連合運動については、
上伊那地域協議会にて８年間活動してまいりました。
今季は、上伊那地協の議長との兼任となります。今ま
でにない体験が待っていることを考えますと、その責

任の重さを感じずにはいられません。
さて、本年は７月に参議院議員選挙が待っておりま

す。安倍政権の民主主義を無視した政治、暴挙に対
し皆様の意思を集結した取組みにしていく所存です。

また、連合活動が世の中に浸透していくよう、取組
んでいきたいと考えます。井の中の蛙が、大海を渡り
切れるよう精一杯努めてまいりますので、皆様のご支
援・ご協力をお願いいたします。

援団！ 2016RENGOキャンペーン」への積極的な参画と、
職場・地域での展開に格段のご協力をお願いします。そ
の上で、自民党中心の一強状態を打ち破り、政権交代
可能な二大政党的体制のもとで緊張感のある政治を実
現するため、来たる参議院選挙が極めて重要なポイントと
なります。組織内比例候補12名をはじめ、連合推薦候
補の勝利に向けて、職場や地域での理解を広げる取り
組みに全力を挙げ取り組もうではありませんか。これ以上
の労働法改悪は、将来の若者や子供たちの労働条件
を守る上からも絶対に阻止しなければなりません。連合
長野加盟産別全組合員の力で改悪阻止をしましょう。労
働者が犠牲になる経済政策や国づくりには断固反対し
ていかなければなりません。

連合長野は、労働運動の一層の社会化を目指します。
格差、貧困、社会の不条理に敢然と立ち向かう社会運動の
核となる覚悟です。そして、労働金庫、全労済、労福協等と
培ってきた共助の輪に、非正規労働者、長期失業者など最
も共助を必要としている人々が参加出来る様、街宣行動や
陳情・要請行動など取り組みを進めます。更に連合長野は、
仲間を増やし組織力を強化して世論への影響力を増す活
動も積極的に進めます。引き続きのストップザ格差社会。労
働法改悪ストップ。そして、すべての働く者の連帯で「安心社
会」を切り拓こう。を合言葉に活動を皆様と積極的に邁進し
ていく覚悟です。真面目に働けば報われる、子供や若者が

「将来に希望と安心が持てる社会」実現に向けて構成組
織の皆様と共に頑張ります。本年もよろしくお願いします。
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 全労済公式キャラクター「ピットくん」ファミリー 

連合長野副事務局長　　岩﨑　恵子（全労金）

新しく副事務局長を務めさせて
いただきます全労金出身の岩﨑
恵子です。

ワークライフバランスの実現や安
定雇用、組織拡大、次代を担う役員の育成等、様々
な課題の多くが、男女平等課題と共通しています。

「女性が働きやすい職場は、男性も働きやすい職
場」であり、すべての働く者とその家族の幸せのた
め、安心して働き続け、暮らすことができる社会をめざ

していきたいと思います。
労働組合の原点は職場にあり、連合運動の原動

力は地域にあります。連合長野の活動に多くの皆さ
んが参画でき、連合長野を、たくさんの声が集まる場
にしていきたいと思っています。

組合員の皆さん一人ひとりの声に誠実であること
を心がけ、皆さんのお役に立てるよう、微力ではあり
ますが、全力で取り組んでいきたいと思いますので、
ご指導ご鞭撻をよろしくお願いいたします。

連合長野執行委員
　山下　裕之（UAゼンセン）

この度、連合長野執行委員に
就任いたしましたUAゼンセンの山

下です。
「誰もが安心して暮らし、幸せを実感できる社

会」の実現に向けた連合運動の推進に、微力で
はありますが、皆さまのご指導を頂きながら取り組
んで参りたいと思います。どうぞよろしくお願いい
たします。

連合長野執行委員
山添　智宏（フード連合）

今期より執行委員に就任しま
した、フード連合長野地区協　

副議長の山添智宏です。連合に集う皆さんと共
に安心社会の実現に向けて、何が必要か考え
ながら前に進んでいきます。どうぞよろしくお願い
いたします。

連合長野執行委員
　櫻谷　し乃（UAゼンセン）

今期、連合長野執行委員に就
任いたしましたUAゼンセンの櫻谷

し乃と申します。
流通産業で働く組合員一人ひとりが自分の職

場・自分の仕事に誇りを持ち、納得して働き続けら
れる職場、『安心社会』の実現に向けて、微力で
はありますが組合員のみなさんと一緒に考え、取り
組んで参ります。どうぞよろしくお願い申し上げます。

連合長野会計監査
　井沢　公一（全水道）

この度、会計監査員に就任いた
しました全水道長野県支部の井

沢です。
組合員からの信頼に応え、より効率的な連合運

動を展開していただくため、会計記録の正確性や
妥当性をしっかり確認しながら、監査を行っていき
たいと考えています。どうぞよろしくお願いいたしま
す。
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連合長野は、新たに「クラシノソコアゲ応援団！ 2016 RENGOキャンペーン」を開始します。
私たち連合長野は「働くことを軸とする安心社会」の実現を求めて活動してきました。「働くことを軸とする安心社

会」の主役は、働く仲間、働きたいと願う仲間の皆さん一人ひとりです。しかし、真面目に働き生活している私たちは、
今、この日本で、この長野県で、主役となりえているでしょうか？政府は、株価が上がれば、大企業が儲かれば、いつ
かは日本中にも豊かさが広がっていくという政策を進めています。ここ長野にまで豊かさが届くのは一体いつのことで
しょうか？皆さん、そのような実感はありますか？

私たち連合が結成する「クラシノソコアゲ応援団！」は、働く仲間、働きたいと願う仲間の皆さん「一人ひとり」を全
力で応援します。そして、仲間の皆さんが主役となるこの国を、元気な長野を取り戻すため、皆さんと手を携えてとも
に考え、ともに行動していきます。

12月からの長野市を中心としたキックオフ行動をス
タートに、県内の５つの地域（上田・佐久・松本・伊那・
飯田）で街宣行動を実施します。

今こそ、一人ひとりの声を大きな力に！連合は働
くあなたを応援します。

「クラシノソコアゲ応援団！
2016RENGOキャンペーン」

開始！！
～一人ひとりが主役です。～

2015年12月 キックオフ


